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研究成果の概要（和文）： 

 本研究では、中国の沿岸主要都市部とその周辺地域において、経済発展・産業活動によって

大量排出の有機性廃棄物及び農林業加工廃棄物などを活用し、非化石燃料・複合素材の資源化

を目指している。特に、中国代表的な地域におけるフィールド調査、データ収集の基に、低温

常圧での炭化処理プロセスや植物樹脂合成技術を開発し、循環性炭素資源創出技術を開発する

と同時に、非化石燃料・複合素材の資源化技術への適応システムを検討した。 

 
研究成果の概要（英文）： 

 As the economic development and highly industrial activities, large quantities of the urban organic 

solid wastes have being discharged from agriculture and forestry industries in several urban regions in 

China and their neighboring areas. In this study, we studied and developed the plant resin synthesis and 

carbonizing processes under the low temperature and normal pressure as the techniques for less fossil 

resources and reduction of these organic solid wastes. It was aimed at the developing technology of 

renewable carbonaceous resources and the effective material utilization. From the data collection and 

field investigation in several main representative urban area in China, we also examined and studied in 

particular the possibility of these utilization systems. 
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１．研究開始当初の背景 

中国は高い経済成長を示しつづけており、こ
れに伴ってエネルギー需要が急速に増大し、
特に石炭などの化石エネルギーの消費が急
増し続けている。その結果、地球温暖化原因

物質である二酸化炭素(CO2)の大量排出、低品
位石炭燃焼起因の大量二酸化硫黄(SO2)及び
粉塵による大気汚染、健康被害などが深刻化
し、建造物等の被害に止まらず、森林生態系
の破壊に伴う農林業への大きな経済損失を
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もたらすとともに、東南アジア地域の環境酸
性化や周辺国への越境大気汚染は極めて大
きくなるものと予測される。大気汚染原因物
質の低減、住民の健康被害の軽減、エネルギ
ーの確保と高効率的利用を図ることは必要
不可欠である。 

 

２．研究の目的 

本研究では、中国都市部とその周辺地域に関
するフィールド調査のデータに基づき、大量
に排出されている有機性廃棄物の処理・資源
化技術として、炭化処理や植物樹脂合成技術
などの素材化技術を提案し、リサイクル工学
の観点、並びに環境化学工学、エネルギー工
学等との異分野で融合する研究手法を用い
て、再資源化技術の適応普及を目的としてい
る。 

 

３．研究の方法 

(1) 海外共同研究者の協力のもとに、都市有
機性廃棄物処理に関する着実な現地情報の
入手、(2) 現地の都市有機性廃棄物の性状や
ニーズに合わせて、対象モデル地域における
低エネルギーコストの熱分解・炭化処理技術
や廃棄木質バイオマスの液化処理技術の選
定、基礎査定、(3) 化石代替燃料や代替素材
技術の開発における物理・化学的分子レベル
諸特性の異分野統合解析、(4) 対象モデル地
域における炭化処理技術や素材化技術の安
全性評価や利用システムへの政策提言、など
について、研究してきた。 

 

４．研究成果 

1.中国モデル都市の有機性廃棄物の熱分解ま
たは燃焼時に生成ガスにおける抑制するた
めの新規添加剤の検討及びその抑制効果の
評価を行った。 

2.中国モデル都市の有機性廃棄物を用いて流
体燃料・植物合成樹脂、化学工業原料への
転換、直接的な利用特性に関する総合評価
を行った。 

3.炭化施設設置、貯蔵場所の条件調査、保管
時や輸送時の安全性評価などを検討した。 

4.地球温暖化抑制効果評価（農林業廃棄バイ
オマスの有効利用、CO2 低減、省資源を図
った。 

5.中国モデル都市の有機性廃棄物の燃焼残渣、
焼却灰等に含まれる有害物質の除去法・固
定化手法の開発及び土壌への安全性評価も
検討した。 
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